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竹
島
問
題
解
決
に
向
け
た
安
倍
晋
三
内
閣
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
八
月
十
日
、
当
時
の
韓
国
の
大
統
領
李
明
博
氏
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
は
あ
る
が
韓
国
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ

て
い
る
竹
島
を
訪
問
し
た
。
右
の
行
為
は
、
一
九
五
二
年
、
い
わ
ゆ
る
李
承
晩
ラ
イ
ン
の
画
定
に
よ
っ
て
竹
島
が
韓
国
に
占
拠

さ
れ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
韓
国
で
は
新
し
く
朴
槿
恵
政
権
が
発
足
す
る
。
我
が
国
に

お
い
て
も
政
権
交
代
が
実
現
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
が
昨
年
末
に
発
足
し
た
。
日
韓
関
係
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
、
昨
年
八
月
の
当
時
の
韓
国
大
統
領
に
よ
り
竹
島
へ
の
訪
問
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、
安
倍
内
閣
と
し

て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

二

韓
国
側
が
大
統
領
に
よ
る
竹
島
訪
問
と
い
う
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
政
府
と
し
て
、
竹
島
問
題

解
決
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
取
り
組
み
を
変
更
し
、
何
ら
か
の
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。
右
の

質
問
に
対
し
、
野
田
佳
彦
前
内
閣
で
は
「
我
が
国
政
府
は
、
大
韓
民
国
政
府
に
対
し
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日
に
、
竹

島
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
と
し
て
の
合
意
付
託
の
提
案
及
び
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
紛
争
の

解
決
に
関
す
る
交
換
公
文
（
昭
和
四
十
年
条
約
第
三
十
号
）
に
基
づ
く
調
停
の
提
案
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
竹

一



島
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
の
対
外
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
同
問
題
に
関
す
る
政
府
の
体
制
強
化
等
も
検
討
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
我
が
国
政
府
の
今
後
の
取
組
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
問

題
へ
の
今
後
の
対
応
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
安
倍
内
閣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

二
の
答
弁
に
あ
る
よ
う
に
、
野
田
前
内
閣
は
韓
国
に
対
し
、
昨
年
八
月
二
十
一
日
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
国
際
司
法
裁
判

所
へ
提
訴
す
る
た
め
の
合
意
付
託
と
、
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
交
換
公
文
（
昭
和
四
十
年

条
約
第
三
十
号
）
」
に
基
づ
く
調
停
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
右
の
提
案
は
韓
国
側
か
ら
拒
否
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る

が
、
安
倍
内
閣
と
し
て
も
同
様
に
、
再
度
右
の
提
案
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

四

我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
は
、
ロ
シ
ア
と
の
間
の
北
方
領
土
問
題
、
そ
し
て
韓
国
と
の
間
の
竹
島
問
題
の
二
つ
で
あ

る
。
政
府
は
二
月
七
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と
し
、
主
催
、
共
催
、
ま
た
は
後
援
等
様
々
な
形
で
種
々
式
典
を
行
う
こ
と

に
関
与
し
て
い
る
。
一
方
で
竹
島
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
五
年
に
島
根
県
が
二
月
二
十
二
日
を
「
竹
島
の
日
」
と
す
る
条
例

を
制
定
し
た
も
の
の
、
政
府
と
し
て
は
島
根
県
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
何
ら
積
極
的
な
関
与
、
協
力
を
し
て
こ
な
か
っ

た
。
毎
年
島
根
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
竹
島
の
日
」
の
記
念
行
事
に
お
い
て
も
、
政
府
か
ら
の
出
席
者
は
お
ら
ず
、
代
理

二



の
者
も
立
て
ず
、
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
も
し
て
こ
な
か
っ
た
。
右
の
政
府
の
過
去
の
冷
淡
な
対
応
が
、
韓
国
大

統
領
に
よ
る
竹
島
訪
問
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
す
下
地
の
一
つ
と
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
安
倍
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

安
倍
内
閣
と
し
て
、
島
根
県
独
自
の
取
り
組
み
と
す
る
の
で
は
な
く
、
政
府
の
取
り
組
み
と
し
て
今
後
二
月
二
十
二
日
を

「
竹
島
の
日
」
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

六

北
方
領
土
問
題
に
関
連
し
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
一
九
八
九
年
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
八
年
、
一
九
九
九
年
に
、
ロ
シ
ア

の
管
轄
権
に
服
す
る
形
で
北
方
領
土
を
訪
問
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ
う
邦
人
に
求
め
る
閣
議
了
解
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
で

竹
島
に
関
し
て
は
、
右
と
同
趣
旨
の
閣
議
了
解
は
存
在
し
な
い
。
我
が
国
が
抱
え
る
二
つ
の
領
土
問
題
に
関
し
、
閣
議
了
解

の
有
無
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
昨
年
の
韓
国
大
統
領
に
よ
る
竹
島
訪
問
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
す
下
地
の
一
つ
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
安
倍
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

安
倍
内
閣
と
し
て
、
六
の
北
方
領
土
問
題
に
関
連
す
る
閣
議
了
解
と
同
趣
旨
の
閣
議
了
解
を
、
竹
島
に
関
し
て
も
定
め
る

考
え
は
あ
る
か
。

八

北
方
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、
北
方
対
策
担
当
大
臣
と
い
う
担
当
大
臣
が
あ
り
、
政
府
部
内
に
お
い
て
も
北
方
対
策
本
部

と
い
う
専
門
部
署
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
竹
島
に
関
し
て
は
、
右
大
臣
、
部
署
と
同
趣
旨
の
、
竹
島
問
題
を
担
当
す

三



る
大
臣
、
専
門
的
に
扱
う
部
署
は
な
い
。
我
が
国
が
抱
え
る
二
つ
の
領
土
問
題
に
関
し
、
担
当
大
臣
並
び
に
政
府
内
の
専
門

部
署
の
有
無
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
昨
年
の
韓
国
大
統
領
に
よ
る
竹
島
訪
問
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
す
下
地
の
一
つ

と
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
安
倍
内
閣
の
見
解
如
何
。

九

安
倍
内
閣
と
し
て
、
竹
島
を
担
当
す
る
大
臣
を
つ
く
り
、
か
つ
竹
島
問
題
を
専
門
的
に
扱
う
部
署
を
政
府
部
内
に
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

十

北
方
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
「
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
（
い
わ
ゆ
る
北
特
法
）
、
昭
和
五
十
八
年
に
「
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
」
が
制
定

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
竹
島
問
題
に
関
し
て
は
、
右
と
同
趣
旨
の
法
律
、
基
本
方
針
の
制
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
我
が
国

が
抱
え
る
二
つ
の
領
土
問
題
に
関
し
、
法
律
並
び
に
基
本
方
針
の
有
無
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
昨
年
の
韓
国
大
統
領
に

よ
る
竹
島
訪
問
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
す
下
地
の
一
つ
と
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
安
倍
内
閣
の
見
解
如
何
。

十
一

安
倍
内
閣
と
し
て
、
今
後
十
の
法
律
、
基
本
方
針
と
同
趣
旨
の
も
の
を
、
竹
島
問
題
に
関
し
て
も
制
定
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


